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 第 3 章では、改質炭とその関連サンプル（原料石炭の生炭・乾燥炭）の水の吸脱














度を水分の Weibull 関数で表現する手法を提案し、  (1) Weibull 関数として解釈した場
合の形状係数 b の大きさは水と表面間の結合力の質的な強さと正の相関がある。 (2) b
値を 0 から大きな値まで変化させると、UBC その関連サンプルのみならず、バルク水
から結晶水など多様な水を表現できる。 (3) 生炭の脱水は、前半は b=1 であり、その
後脱水が進むと、b=2 に変化し、この変化は Weibull プロット上の屈曲点として検出さ
れる。この b 値の変化が第 3 章で言及した乾燥履歴による不可逆的な乾燥収縮に相当
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の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 27 年 8 月 21 日、論文内容と
それに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。  
 
 
